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1. 機体登録制度
• 100g以上の無⼈航空機
• 機体への登録記号の表⽰
• リモートID機能の搭載（免除要件あり）

【出典】国⼟交通省 無⼈航空機登録ポータルサイト（URL：https://www.mlit.go.jp/koku/）
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R4年6⽉20⽇から義務化



林業でも
⼀部該当（150m以上、⽬視外など）

2. 機体認証制度
無⼈航空機の安全基準へ
の適合性（設計、製造過
程、現状）について検査

3. 操縦ライセンス制度
無⼈航空機を⾶⾏させる
ために必要な知識及び能
⼒を有することを証明す
る制度（技能証明）

【出典】国⼟交通省「レベル４⾶⾏実現に向けた新たな制度整備」 抜粋・加⼯ 3

林業のほとんどが該当
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• 林業では、ほとんどの場合が機体認証、操縦ライセンスの不要な⾶⾏にあたる。
• 許可・承認の必要な⾶⾏においては、引き続き⾶⾏毎の許可・承認により運⽤可能
• 機体認証、操縦ライセンスを取得すれば、⾶⾏毎の許可・承認が不要となる場合がある。

R4年12⽉頃から実施予定



＊＊＊＊＊ 森林・林業分野に関するお問合せ ＊＊＊＊＊

林野庁森林整備部研究指導課技術開発推進室
TEL：03-3501-5025 / FAX：03-3502-2104

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.html

国⼟交通省 航空局
「無⼈航空機（ドローン・ラジコン機等）の⾶⾏ルール」サイト

航空安全：無⼈航空機（ドローン・ラジコン機等）の⾶⾏ルール ‐国⼟交通省 (mlit.go.jp)

航空法改正による新制度の運⽤等無⼈航空機の安全等に関する情報は

※ ⼿続きにあたっては、必ず上記サイトにて最新の情報をご確認ください。
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